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つ な ん じ か ん

町では津南音声訳の会に広報つなんの音声訳を委託しています。
お聞きになりたいかたはホームページをご覧いただくか、詳しくは総務課（℡ 765-3112）までお問い合わせください。

冬、はじまる

１２月１日

除雪車と除雪隊の皆さんが

集結し

はじまる冬に向けて

会議を実施しました

冬の交通は

除雪隊の皆さんの

おかげで守られています
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特 
集
Topic

　

令
和
３
年
分
の
税
申
告
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
の
た
め
、
税
務
署

等
に
行
か
な
く
て
も
申
告
が
可
能
で
す
。
次
の
点
に
つ
い
て
確
認
い
た
だ
き
早
め
の
準
備
を
お

願
い
し
ま
す
。確

定
申
告
は
ｅイ
ー
タ
ッ
ク
ス

‐
Ｔ
ａ
ｘ
や
郵
送
で

十
日
町
税
務
署

　

申
告
相
談
会
場
開
設

　

確
定
申
告
に
は
、
ご
自
宅
か
ら
パ
ソ
コ
ン
・

ス
マ
ホ
で
ご
利
用
い
た
だ
け
る
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
・

ス
マ
ホ
申
告
が
便
利
で
す
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
す
れ
ば
、
確
定
申

告
会
場
に
出
向
か
な
く
て
も
、
申
告
手
続
き

が
可
能
で
す
。

　

十
日
町
税
務
署
で
は
、
所
得
税
・
個
人
消

費
税
・
贈
与
税
の
確
定
申
告
会
場
を
、
次
の

と
お
り
開
設
い
た
し
ま
す
。
混
雑
緩
和
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

■
会
場　

　

十
日
町
税
務
署　

１
階
会
議
室

■
期
間　

　

令
和
４
年
２
月
16
日
㈬
～
３
月
15
日
㈫

　
（
土
、
日
及
び
祝
日
を
除
く
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
一

環
と
し
て
、
本
年
度
は
確
定
申
告
期
間
中

の
申
告
会
場
の
混
雑
緩
和
の
た
め
、
還
付

申
告
の
か
た
の
申
告
相
談
を
２
月
15
日
㈫

以
前
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

■
時
間　

　

相
談
受
付
：
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
午
後
４
時
前
で
あ
っ
て
も
、
相
談
受
付
を

終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
そ
の
他

　

確
定
申
告
会
場
へ
の
入
場
に
は
、「
入
場

整
理
券
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

十
日
町
税
務
署
に
お
け
る
確
定
申
告
会
場

へ
の
入
場
に
は
、「
入
場
整
理
券
」
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

入
場
整
理
券
は
税
務
署
会
場
で
当
日
配
付

し
ま
す
が
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
を
通
じ
た
オ

ン
ラ
イ
ン
事
前
発
行
も
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
国
税
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を

友
だ
ち
追
加
し
、「
ト
ー
ク
」
画
面
の
「
相

談
を
申
し
込
む
」
か
ら
来
場
希
望
日
を
選
択

し
て
く
だ
さ
い
。（
１
月
中
旬
以
降
利
用
開

始
予
定
）

■
お
問
い
合
わ
せ

【
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
・
作
成
コ
ー
ナ
ー
の
操
作
な
ど
】

　

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
・
作
成
コ
ー
ナ
ー

　

ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

　

℡
０
５
７
０
‐
０
１
‐
５
９
０
１

　

受
付
：
月
曜
日
～
金
曜
日

　
（
祝
日
等
及
び
12
月
29
日
～
１
月
３
日
を

除
き
ま
す
）

　

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
の
事
前
準
備
や
申
告
書
の
作

成
手
順
は
、
国
税
庁
専
用
サ
イ
ト
「
動
画
で

見
る
確
定
申
告
」
で
も
ご
案
内
し
て
お
り
ま

す
。

【
確
定
申
告
な
ど
】

　

税
務
署
代
表
電
話

　

℡
７
５
２
‐
３
１
８
１

　
（
自
動
音
声
案
内
で
「
１
」
を
選
択
）

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
タ
ッ
ク
ス
ア
ン

サ
ー
」・「
税
の
情
報
・
手
続
・
用
紙
」
等
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
申
告
の
相
談
は
、
ぜ
ひ
自
宅
か
ら
の

電
話
や
チ
ャ
ッ
ト

ボ
ッ
ト（
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
の
質

疑
応
答
）
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
作
成
し
た
申
告
書
を

印
刷
し
て
郵
送
等
で
税
務
署
に
提
出
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　

ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
か
ら
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作

成
コ
ー
ナ
ー
」
で
作
成
し
た
申
告
書
デ
ー
タ

を
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
提
出
で
き
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
、
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
対
応
の
ス
マ
ホ
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
確
定
申
告
期
間
中
は
24
時
間
い
つ
で
も

利
用
可
能
で
す
。

②
郵
送
等
で
税
務
署
に
提
出

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

　

使
っ
て
申
告 確

定
申
告
・

　
　
住
民
税
申
告

　

確
定
申
告
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
も
、
ぜ
ひ
ご
自

宅
か
ら
の
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

スマホで確定申告
（国税庁ホームページ）
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相
談
会
場
で
の

　
　
　
　

感
染
予
防

津
南
町
の
申
告
相
談
日
程
【
令
和
４
年
度
（
令
和
３
年
分
）】

　

申
告
会
場
内
で
は
、
毎
日
、
清
掃
・
消
毒

を
行
い
、
日
中
も
こ
ま
め
に
換
気
や
パ
ソ
コ

ン
等
の
消
毒
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
職
員

は
マ
ス
ク
等
を
着
用
し
て
対
応
し
、
自
ら
も

頻
繁
に
手
指
消
毒
を
行
う
ほ
か
、
毎
日
の
検

温
な
ど
体
調
管
理
を
徹
底
し
ま
す
。

　

来
場
さ
れ
る
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

感
染
防
止
対
策
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

２
月
16
日
㈬

〇
会
場　

上
郷
ク
ロ
ー
ブ
座

〇
時
間

　

午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
３
時

２
月
17
日
㈭

〇
会
場　

竜
神
の
館

〇
時
間

　

午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
３
時

２
月
18
日
㈮

〇
会
場　

結
東
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー

〇
時
間

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午
、

　

午
後
１
時
～
３
時

〇
会
場　

米
原
公
民
館

〇
時
間

　

午
前
９
時
～
正
午	

〇
会
場　

所
平
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー

〇
時
間

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

２
月
21
日
㈪
～
３
月
15
日
㈫

※
土
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く

〇
会
場

　

役
場
３
階
大
会
議
室

〇
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
正
午

　
（
受
付
午
前
８
時
30
分
～
11
時
30
分
）

　

午
後
１
時
～
４
時

　
（
受
付
午
前
11
時
30
分
～
午
後
４
時
）

　

次
に
該
当
す
る
場
合
は
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ

か
十
日
町
税
務
署
で
申
告
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

〇
青
色
申
告

〇
土
地
、
建
物
等
の
譲
渡
所
得

〇
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得

〇
先
物
取
引
に
係
る
雑
所
得
等

〇
初
め
て
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の

　

申
告

〇
相
続
税

〇
譲
与
税

〇
消
費
税

〇
令
和
２
年
分
以
前
の
申
告

●
お
願
い

　

今
年
度
は
役
場
申
告
相
談
会
場
に
ｅ

‐
Ｔ
ａ
ｘ
申
告
用
の
パ
ソ
コ
ン
を
設
置

し
ま
せ
ん
。

　

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
を
す
る
場
合

は
、
ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
等
か
ら
作
成

し
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
を
お
持

ち
で
な
い
か
た
は
、
税
務
町
民
課
に
て

貸
出
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

申
告
相
談
会
場
は
大
変
混
み
合
う
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
長
時
間
お
待
た

せ
し
て
し
ま
う
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
町
民
課　

税
務
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

　

入
場
時
に
検
温
を
実
施
し
ま
す
。
37
度
以

上
の
発
熱
が
認
め
ら
れ
る
場
合
や
検
温
に
ご

協
力
い
た
だ
け
な
い
場
合
に
は
、
入
場
を
お

断
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
発
熱
等
の
症
状
の
あ
る
か
た
や
体

調
の
す
ぐ
れ
な
い
か
た
の
来
場
は
お
控
え
く

だ
さ
い
。

　

ご
来
場
の
際
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
た

だ
き
、
入
口
等
で
手
指
消
毒
液
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

〇
検
温
の
実
施

〇
マ
ス
ク
着
用
、
手
指
消
毒

　

津
南
町
で
の
申
告
相
談
は
、
令
和
４
年
２
月
16
日
㈬
～
３
月
15
日
㈫
で
開
設
し
ま
す
。
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償
却
資
産

　 
（
固
定
資
産
税
）の

  

申
告
を
お
忘
れ
な
く

　

固
定
資
産
税
は
、
土
地
や
建
物
の
ほ
か
、
事
業
で
使
用
す
る
構
築
物
や
機
械
、

器
具
、
備
品
な
ど
、
減
価
償
却
費
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
る
償
却
資
産
に
も
課

税
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
町
内
に
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
か
た
は
、
法
律
に
基
づ
き

毎
年
１
月
１
日
現
在
の
所
有
状
況
を
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
申
告
方
法

　

前
年
に
申
告
し
て
い
る
か
た
は
、
１
年
間
の
増
減
を
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

前
年
に
電
算
申
告
を
し
た
か
た
、
事
業
を
始
め
た
か
た
、
新
た
に
申
告
す
る
か

た
は
、
令
和
４
年
１
月
１
日
現
在
に
所
有
し
て
い
る
償
却
資
産
す
べ
て
を
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

※
前
年
に
申
告
の
あ
っ
た
か
た
に
は
12
月

中
旬
に
申
告
用
紙
を
郵
送
し
ま
す
。
新

た
に
申
告
す
る
か
た
や
、
申
告
用
紙
が

届
か
な
い
か
た
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
申
告
書
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
申
告
し
た
償
却
資
産
の
課
税
標
準
額
の

合
計
が
１
５
０
万
円
に
満
た
な
い
と
き

は
、
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

※自動車税・軽自動車税の対象となる乗用車・貨物自動車・自動二輪車・小型特殊自動車は除きます。

大型特殊自動車
発電機
ミキサー　など

乾燥機
耕運機
ビニールハウス　など

オイルチェンジャー
地下タンク
洗車機など

レントゲン装置
手術機器
歯科診療ユニット　など

製造機械設備
金型　など

理・美容いす
サインポール
洗面設備　など

駐車場のアスファルト
フェンス　など

商品陳列ケース
自動販売機
冷蔵庫　など

パソコン、コピー機、
エアコン、看板、舗装路面、
金庫、レジスター　など

厨房設備
冷凍冷蔵庫
カラオケセット　など

申告期限

令和４年1月31日㈪
お問い合わせ

税務町民課 税務班
℡ 765-3113

対象となる償却資産の例

建 設 業

農 業

製 造 業

理容業・美容業

共 通ガソリン販売業

医・歯科業

不動産貸付業

小 売 業 料理飲食業
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ＤＭＯ推進室だより
観光地域づくり課ＤＭＯ推進室では、観光地域づくり法人の設立の検討や、これからの観光
の在り方、事業内容について検討しています。その一環として、津南の自然や文化を体験で
きるツアーの造成、津南未来会議の提言書にある交流拠点である、まちなかオープンスペー
スの開設に向けた取り組みについて紹介します。

　観光地域づくり法人の基本的な活動となる、「地域
が観光で稼ぐ」ことについて、推進室では津南町に
しかないものは何か？を考え、旅を通して体験でき
る取り組みを模索しています。12月9日にはSDGs
と観光をつなぐ専門家の方を津南にお招きし、町内
の事業者のかたと意見交換を行いました。　　　
　昨年はじめ、コロナが世界で蔓延し出した頃、イ
ンドからヒマラヤ山脈がよく見えるようになったと
ニュースになりました。人や物の動きが止まったこと
で、空気が澄み、遠くの山が見えるようになったそう
です。人間の活動がどのような影響を地球に与えて
いるのかが見える化された事例と捉えると、スケー
ルは違いますが、津南でも当てはまる事があるので
はないでしょうか？ 　津南が誇るべき水や雪などの資源。それらは大地

の上にバランスの上に成り立っていて、普段気づき
ませんが、どれもかけがえのないものであり、当たり
前のように享受しています。津南にくる人にも受け
入れ側がしっかりその成り立ちや特徴を伝えること
で、住んでいる人も、来た人も一緒になって津南の
自然を守っていく取り組みができないか検討を進め
ています。

　11月 30 日に観光地域づくり法人の設立を検討す
る会が開催されました。令和 4年 4月の法人設立を
目指し、方針や今後の検討課題を話し合いました。
形態は一般社団法人を予定しており、立ち上げ後は、
観光地域づくり課で担う「観光情報発信業務」「農商
工観光連携事業」「商店街活性化策」「データマーケ
ティング」の業務を引き継ぐ予定です。新法人にて
農商工と観光の連携を力強く進めるべく、地域おこ
し協力隊２名を募集しています。

事業者と津南を深堀り！つなんらしい旅とは？

新法人を令和４年４月に設立します！

ホテルや旅館のかたとも一緒になって勉強しています

秋山郷のマタギ文化や自然の見せ方を研究しています

■お問い合わせ
　観光地域づくり課　℡７６５- ５４５４

観光地域づくり法人の設立にむけ想いを語る町長

ＳＤＧｓとは？
国連サミットで採択された持続可能でよりよい世界を目指す
国際目標です。日本としても積極的に取り組んでいます。

※ＤＭＯ
Destination Management Organization の略。
官民の幅広い連携によって観光地域づくりを推進する法人。
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か
わ
ら
ば
ん

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る

く
ら
し

　

水
道
管
は
、
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下

に
な
る
と
凍
結
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
水
道

管
が
凍
結
す
る
と
水
が
出
な
く
な
る
だ
け
で

な
く
、
管
が
破
裂
し
て
漏
水
す
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。適
切
な
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

■
凍
結
し
や
す
い
と
こ
ろ

・
屋
外
で
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水
道
管

・
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
内
の
給
水
管

・
給
湯
器
本
体
お
よ
び
給
湯
器
の
給
水
管

■
凍
結
さ
せ
な
い
た
め
に

　

凍
結
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
水
道
管
や

屋
外
水
栓
を
保
温
す
る
こ
と
が
有
効
で
す
。

む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水
道
管
は
、
発
泡

ス
チ
ロ
ー
ル
等
の
保
温
材
の
取
り
付
け
が
効

果
的
で
す
。
ま
た
、
長
期
間
水
道
を
使
用
し

な
い
際
に
は
止
水
栓
を
閉
め
、
水
抜
き
を
行

う
こ
と
で
凍
結
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
凍
結
し
て
し
ま
っ
た
ら

　

水
道
管
が
凍
結
し
て
し
ま
っ
た
際
は
、
ス

ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
を
つ
け
て
、
自
然
に
解

け
る
の
を
待
っ
て
く
だ
さ
い
。
水
道
を
早
く

使
用
し
た
い
場
合
は
、
蛇
口
を
全
開
に
し
て

タ
オ
ル
等
を
あ
て
、
ぬ
る
ま
湯
（
約
50
度
）

を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
解
凍
し
て
く
だ
さ
い
。

※
破
裂
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
熱
湯
は
か
け

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

あ
る
程
度
時
間
が
経
過
し
て
も
水
が
出
な

い
場
合
は
、
町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

に
相
談
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

※
業
者
へ
の
依
頼
や
作
業
に
つ
い
て
は
使
用

者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

工
事
事
業
者
の
一
覧
に
つ
い
て
は
、
左
記

の
津
南
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

https://w
w
w
.tow
n.tsunan.niigata.jp/

soshiki/kensetsu/suidojigyosha.htm
l

■
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

上
下
水
道
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
６

水
道
の
凍
結
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

「
本
人
通
知
制
度
」に

登
録
し
ま
せ
ん
か

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う

国
民
健
康
保
険
料
等
の
減
免

　

身
元
調
査
な
ど
を
目
的
と
し
た
住
民
票
の

写
し
や
戸
籍
謄
抄
本
な
ど
の
不
正
請
求
、
取

得
は
個
人
の
権
利
を
侵
害
す
る
行
為
で
す
。

　

町
で
は
不
正
請
求
の
抑
止
、防
止
の
た
め
、

本
人
以
外
の
第
三
者
に
証
明
書
な
ど
を
交
付

し
た
場
合
に
、
登
録
し
た
本
人
へ
交
付
し
た

こ
と
を
お
知
ら
せ
す
る
制
度
を
平
成
30
年
４

月
１
日
か
ら
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
か
た
は
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

※
交
付
の
可
否
を
確
認
し
た
り
、
交
付
を
で

き
な
い
よ
う
に
し
た
り
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
町
民
課　

町
民
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

　

令
和
３
年
度
分
の
保
険
料
に
つ
い
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

収
入
が
減
少
し
た
場
合
な
ど
一
定
の
基
準
を

満
た
し
た
世
帯
（
ま
た
は
人
）
は
、
申
請
に

よ
り
「
国
民
健
康
保
険
料
」「
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
」「
介
護
保
険
料
」
が
減
額
ま

た
は
免
除
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
減
免
対
象
と
な
る
世
帯
（
ま
た
は
人
）

【
国
民
健
康
保
険
料
・

　
　
　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
】
の
場
合

１
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

り
、
主
た
る
生
計
維
持
者
が
死
亡
、
ま
た
は

重
篤
な
傷
病
を
負
っ
た
世
帯
（
ま
た
は
人
）

※
「
重
篤
な
傷
病
」
と
は
、
１
か
月
以
上
の

　

長
期
間
の
治
療
。

２
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
主
た
る
生
計
維
持
者
の
事
業
収

入
、
不
動
産
収
入
、
山
林
収
入
、
給
与
収

入
（
以
下
、「
事
業
収
入
等
」）
の
減
少
が

見
込
ま
れ
、
次
の
⑴
～
⑶
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
世
帯
（
ま
た
は
人
）

⑴
主
た
る
生
計
維
持
者
の
令
和
３
年
の
事
業

収
入
等
の
い
ず
れ
か
が
、
前
年
（
令
和
２

年
）
に
比
べ
て
３
割
以
上
減
少
す
る
見
込

み
で
あ
る
こ
と

⑵
主
た
る
生
計
維
持
者
の
前
年（
令
和
２
年
）

の
合
計
所
得
額
が
１
，
０
０
０
万
円
以
下

で
あ
る
こ
と

⑶
主
た
る
生
計
維
持
者
の
合
計
所
得
金
額
の

う
ち
減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
事
業

収
入
等
に
係
る
所
得
以
外
の
前
年
（
令
和

２
年
）
所
得
額
の
合
計
が
４
０
０
万
円
以

下
で
あ
る
こ
と

　

な
お
、
項
目
１
、２
の
い
ず
れ
に
も
該
当

す
る
世
帯
は
、
減
免
額
の
大
き
い
も
の
を
適

用
す
る
。

【
介
護
保
険
料
】
の
場
合

１
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

り
、
主
た
る
生
計
維
持
者
が
死
亡
、
ま
た
は

重
篤
な
傷
病
を
負
っ
た
第
１
号
被
保
険
者

※
「
重
篤
な
傷
病
」
と
は
、
１
か
月
以
上
の

長
期
間
の
治
療
。

２
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
主
た
る
生
計
維
持
者
の
事
業
収

入
、
不
動
産
収
入
、
山
林
収
入
、
給
与
収

入
（
以
下
、「
事
業
収
入
等
」）
の
減
少
が
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津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合

年
末
年
始
開
業
日

旧
優
生
保
護
法
に
よ
る

優
生
手
術
な
ど
を
受
け
た
か
た
へ

一
時
金
支
給
の
お
知
ら
せ

見
込
ま
れ
、
次
の
⑴
及
び
⑵
に
該
当
す
る

第
１
号
被
保
険
者

⑴
主
た
る
生
計
維
持
者
の
令
和
３
年
の
事
業

収
入
等
の
い
ず
れ
か
が
、
前
年
（
令
和
２

年
）
に
比
べ
て
３
割
以
上
減
少
す
る
見
込

み
で
あ
る
こ
と

⑵
主
た
る
生
計
維
持
者
の
合
計
所
得
金
額
の

う
ち
減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
事
業

収
入
等
に
係
る
所
得
以
外
の
前
年
所
得
額

の
合
計
が
４
０
０
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

　

詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
町
民
課　

税
務
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

※
こ
の
記
事
は
「
広
報
つ
な
ん
令
和
元
年
６

月
５
日
号
」
に
掲
載
し
た
も
の
の
再
掲
と

な
り
ま
す
。
既
に
支
給
を
受
け
た
か
た
は

対
象
外
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

平
成
31
年
４
月
24
日
の
旧
優
生
保
護
法

一
時
金
支
給
法
施
行
に
伴
い
、
優
生
手
術

な
ど
を
受
け
た
か
た
に
一
時
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
か
た

　

次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
か
た
で
、

現
在
、
生
存
さ
れ
て
い
る
か
た
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

①
昭
和
23
年
９
月
11
日
か
ら
平
成
８
年
９
月

25
日
ま
で
の
間
に
、
旧
優
生
保
護
法
に
基

づ
き
優
生
手
術
を
受
け
た
か
た
。（
母
体

保
護
の
み
を
理
由
と
し
て
手
術
を
受
け
た

か
た
は
除
き
ま
す
）

②
①
の
ほ
か
、
同
じ
期
間
に
生
殖
を
不
能
に

す
る
手
術
ま
た
は
放
射
線
の
照
射
を
受
け

た
か
た
。（
母
体
保
護
や
疾
病
の
治
療
を

目
的
と
す
る
な
ど
、
優
生
思
想
に
基
づ
く

も
の
で
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
手
術
な
ど

を
受
け
た
か
た
を
除
き
ま
す
）

■
請
求
手
続
き

・
新
潟
県
の
窓
口
に
請
求
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。（
郵
送
に
よ
る
提
出
も
可
能
で
す
）

・
請
求
書
や
添
付
資
料
（
診
断
書
・
領
収
書
）

の
様
式
は
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
新
潟
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
入
手
で
き
ま
す
。

・
請
求
期
限
は
、
平
成
31
年
４
月
24
日
（
法

律
の
施
行
日
）
か
ら
５
年
以
内
で
す
。

■
支
給
金
額

・
一
時
金
の
額
は
３
２
０
万
円
（
一
律
）
で
す
。

・
支
給
決
定
後
、
ご
指
定
の
金
融
機
関
の
口

座
に
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
か
ら

振
り
込
ま
れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

〇
新
潟
県　

旧
優
生
保
護
法
一
時
金

　

受
付
・
相
談
窓
口

　

℡
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
１
９
７

　

受
付
時
間

　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

　
　
（
土
日
祝
日
と
年
末
年
始
を
除
く
）。

〇
厚
生
労
働
省　

旧
優
生
保
護
法
一
時
金

　

電
話
相
談
窓
口

　

℡
０
３
‐
３
５
９
５
‐
２
５
７
５

　

受
付
時
間

　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

　
　
（
土
日
祝
日
と
年
末
年
始
を
除
く
）。

〇
福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

　

津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合
の
年
末
年
始
の

開
業
日
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
ご
み
処
理
業
務

　

年
末
年
始
の
ご
み
の
持
ち
込
み
（
直
接
搬

入
）
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
12
月
26
日
㈰

　

日
曜
開
業
日　

午
前
８
時
45
分
～
正
午
、

　

午
後
１
時
～
４
時
45
分

〇
12
月
27
日
㈪
、
12
月
28
日
㈫

　

平
常
開
業

〇
12
月
29
日
㈬

　

年
末
開
業
日　

午
前
８
時
45
分
～
正
午
、

　

午
後
１
時
～
４
時
45
分

〇
12
月
30
日
㈭

　

年
末
開
業
日　

午
前
８
時
45
分
～
正
午
、

　

午
後
１
時
～
４
時

〇
12
月
31
日
㈮
～
１
月
３
日
㈪

　

休
業

〇
１
月
４
日
㈫
～

　

平
常
開
業

※
詳
し
く
は
、
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
し
尿
処
理
業
務

　

し
尿
の
汲
み
取
り
作
業
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

〇
12
月
28
日
㈫
ま
で

　

平
常
業
務

〇
12
月
29
日
㈬
～
１
月
３
日
㈪

　

休
業

〇
１
月
４
日
㈫
～

　

平
常
業
務

■
火
葬
業
務

　

津
南
斎
場
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
12
月
30
日
㈭
ま
で

　

平
常
業
務

〇
12
月
31
日
㈮

　

午
前
の
み
業
務

〇
12
月
31
日
㈮
午
後
～
１
月
２
日
㈰

　

休
業

〇
１
月
３
日
㈪
～

　

平
常
業
務

■
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合

　

℡
７
６
５
‐
３
４
９
５

※
12
月
31
日
㈮
か
ら
１
月
３
日
㈪
は
、
電

話
対
応
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。
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皆
さ
ん
、「
つ
な
す
み
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
を

ご
存
じ
で
す
か
？
町
で
は
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
の
南
雲
一
人
さ
ん
が
、

津
南
町
で
の
暮
ら
し
の
様
子
を
動
画
で
配
信

し
て
い
ま
す
。

　

南
雲
さ
ん
は
、
小
千
谷
市
出
身
、
令
和
2

年
に
さ
い
た
ま
市
か
ら
家
族
6
人
で
津
南
町

へ
移
住
し
ま
し
た
。
動
画
は
、
町
の
公
式
移

住
サ
イ
ト
に
掲
載
し
た
り
、
移
住
セ
ミ
ナ
ー

で
放
映
し
て
い
ま
す
が
、
も
ち
ろ
ん
、
津
南

在
住
の
皆
さ
ん
も
楽
し
め
る
動
画
と
な
っ
て

い
ま
す
。
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
か
た
は
ぜ

ひ
、「
つ
な
す
み
チ
ャ

ン
ネ
ル
」
で
検
索
し

て
く
だ
さ
い
！

　

町
で
は
、
町
内
企
業
の
情
報
を
積
極
的
に

発
信
す
る
た
め
、
企
業
紹
介
動
画
の
作
成
費

の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
完
成
し
た
動
画

は
、企
業
が
独
自
の
PR
に
活
用
で
き
る
ほ
か
、

町
公
式
移
住
サ
イ
ト「
津
南
で
田
舎
暮
ら
し
」

の
し
ご
と
紹
介
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

観
光
地
域
づ
く
り
課　

℡
７
６
５
‐
５
４
５
４

　

ま
た
、
町
公
式
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
ア
カ
ウ
ン

ト
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
津
南
を
離

れ
て
暮
ら
す
就
活
中
の
お
子
さ
ん
に
も
ご
紹

介
く
だ
さ
い
。

　

企
業
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
補

助
事
業
の
受
付
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
―

が
津
南
の
暮
ら
し
を
発
信
中

地域おこし協力隊
ユーチューバー　南雲さん

つなすみチャンネル
QR コード

移住ポータルサイト「津南で田舎暮らし」
しごと紹介ページ

企
業
紹
介
動
画
を
発
信
し
て
い
ま
す

募
　
集

Ｉ
Ｔ
活
用
基
礎
科

令
和
４
年
１
月
入
校
生
募
集

「
部
落
差
別
解
決
推
進
法
」を

ご
存
じ
で
す
か

　

部
落
差
別
解
消
推
進
法
の
施
行
か
ら
５
年

が
経
過
し
ま
す
。

　
「
部
落
差
別
解
消
推
進
法
」
は
、
す
べ
て

の
国
民
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
も
っ
て
い
る
基

本
的
人
権
を
保
障
す
る
憲
法
の
理
念
に
の
っ

と
り
、
部
落
差
別
の
解
消
を
推
進
し
、
部
落

差
別
の
な
い
社
会
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
を

目
的
と
し
て
平
成
28
年
12
月
に
施
行
さ
れ
ま

し
た
。

　

部
落
差
別
問
題
は
、
あ
る
特
定
の
地
域
の

出
身
あ
る
い
は
特
定
の
地
域
に
住
ん
で
い
る

こ
と
を
理
由
に
、
結
婚
の
反
対
や
、
就
職
や

日
常
生
活
の
う
え
で
様
々
な
差
別
を
受
け
る

と
い
う
重
大
な
人
権
問
題
で
す
。

　

今
も
な
お
各
地
で
差
別
発
言
、
差
別
待
遇

な
ど
の
事
案
が
あ
り
、
近
年
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
の
普
及
に
よ
っ
て
、
部
落
差
別

に
つ
な
が
る
情
報
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

拡
散
す
る
な
ど
新
た
な
問
題
も
発
生
し
て
い

ま
す
。　

　

あ
ら
た
め
て
、こ
の
法
律
の
目
的
を
考
え
、

お
互
い
を
認
め
、
大
切
に
し
、
一
人
ひ
と
り

の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
、
差
別
の
な
い
社
会

の
実
現
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
町
民
課　

町
民
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

■
対
象

　

パ
ソ
コ
ン
や
Ｉ
Ｔ
分
野
の
知
識
・
技
能
を

習
得
し
、
就
職
を
希
望
す
る
人

■
期
間

　

令
和
４
年
１
月
27
日
㈭
～
５
月
26
日
㈭

■
時
間

　

平
日　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
40
分

■
会
場

　

キ
ャ
リ
ア
・
ス
テ
ッ
プ
魚
沼
教
室

　
（
魚
沼
市
佐
梨
６
３
１
番
地
２
）

■
定
員　

14
人

■
受
講
料　

無
料

　

た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代
、
検
定
受
験
料
等

自
己
負
担
あ
り

■
お
申
し
込
み
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町

■
申
込
締
切　

令
和
４
年
１
月
６
日
㈭

■
お
問
い
合
わ
せ

　

県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

　

℡
０
２
５
‐
７
９
４
‐
２
４
１
０

の

と
り
く
み
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私
が
糖
尿
病
!?
・
・
・
そ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
取
り
組
み

中
深
見　

田
中
ふ
み
子（
六
十
八
歳
）

　

今
年
の
６
月
、
３
か
月
に
１
回

の
定
期
受
診
時
に
主
治
医
か
ら
「
検

査
の
結
果
、
血
糖
値
が
急
上
昇
し

て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
薬
を
飲

む
必
要
が
あ
り
ま
す
。」
と
言
わ
れ

ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
も
、
受
診
時
や
人
間

ド
ッ
ク
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
検
査
数
値

が
徐
々
に
上
昇
し
て
い
た
の
で
気
に

は
な
っ
て
い
ま
し
た
し
、
糖
尿
病
の

怖
さ
（
免
疫
力
の
低
下
や
合
併
症
な
ど
）
や
大
変

さ
は
分
か
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
、
今
ま
で
は
、

や
ら
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
て
も
な
か
な
か

行
動
に
移
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
一
念
発
起
し
て
、
健
康
管
理
を
し
て

い
こ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
、
朝
晩
に
体

重
測
定
を
し
、
記
録
に
残
す
こ
と
、
そ
れ

か
ら
食
生
活
を
見
直
す
こ
と
で
す
。
お
茶

碗
に
山
盛
り
の
ご
飯
を
ま
ず
食
べ
て
か
ら

お
か
ず
を
食
べ
て
い
た
の
で
す
が
、
資
料

等
を
調
べ
て
み
た
結
果
、
タ
ン
パ
ク
質
と

野
菜
の
お
か
ず
や
汁
物
を
食
べ
て
か
ら
ご

飯
を
食
べ
る
よ
う
に
し
た
り
、
今
ま
で
早

食
い
だ
っ
た
の
を
や
め
て
、
ゆ
っ
く
り
時
間

を
か
け
て
よ
く
噛
む
よ
う
に
心
が
け
る
よ

う
に
し
た
ら
、
お
の
ず
と
ご
飯
の
量
が
減
っ

て
も
満
足
感
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
楽
し
み
の
一
つ
で
あ
っ
た
、
夜
寝
る

前
の
お
や
つ
を
や
め
ま
し
た
。
家
族
が
寝
た

後
、
一
人
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
菓
子

な
ど
を
食
べ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て

は
医
師
か
ら
も
だ
め
だ
と
言
わ
れ
た
の
で
や

め
る
決
心
を
し
ま
し
た
。

　

７
月
か
ら
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
始
し

ま
し
た
。
最
初
は
30
分
く
ら
い
か
ら
始
め

て
、
徐
々
に
１
時
間
に
延
ば
し
て
い
き
ま
し

た
。
特
に
、
時
間
を
決
め
ず
に
空
き
時
間
に

歩
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
仲
間
と
一
緒
に
歩

く
人
も
い
ま
す
が
、
自
分
の
場
合
は
、
一
人

で
好
き
な
時
間
に
歩
く
方
が
継
続
で
き
る
と

思
い
ま
し
た
。

　

継
続
し
て
い
る
と
歩
く
の
が
楽
し
く
な
り
、

一
日
の
う
ち
の
空
き
時
間
を
見
つ
け
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
家
に
い
る
と
ど
う

し
て
も
食
べ
物
を
口
に
す
る
機
会
が
増
え
ま

す
が
、
空
き
時
間
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す
る
よ

う
に
な
る
と
、
食
べ
る
時
間
も
な
く
、
ま
た
、

食
べ
た
い
と
も
思
わ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
結
果
、
10
月
に

は
、
体
重
が
10
㎏
減
り
、
血
糖
値
も
良
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。
８
年
前
に
退
職
し
て
か
ら
体

重
が
５
㎏
ふ
え
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
先
日
、

現
職
時
代
に
着
て
い
た
ス
ー
ツ
が
着
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
５

㎏
減
量
し
た
時
点
で
、
娘
か
ら
は
、「
あ
ご

の
ラ
イ
ン
が
変
っ
て
き
た
」
と
言
わ
れ
、
10

㎏
減
量
し
た
ら
友
人
か
ら
も
や
せ
た
ね
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

元
々
、
自
分
は
、
や
る
と
決
め
た
こ
と

は
と
こ
と
ん
や
り
通
す
性
格
な
の
で
、
今
回
、

血
糖
値
上
昇
と
い
う
き
っ
か
け
で
、
行
動
に

移
す
こ
と
が
で
き
継
続
で
き
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
、
外
で
歩
く
の
は
大
変

な
の
で
、
リ
バ
ウ
ン
ド
し
な
い
よ
う
に
、
ク
ア

ハ
ウ
ス
津
南
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
に
通
う
つ

も
り
で
す
。
自
分
に
は
歩
く
こ
と
が
一
番
性
に

合
っ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。
で
き
れ
ば
ク
ア
ハ

ウ
ス
の
営
業
時
間
を
延
ば
し
て
も
ら
え
れ
ば

助
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
の
11
月
１
日
か
ら
５
日

ま
で
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
健
康
フ
ェ
ア

2
0
2
1
」
が
開
催
さ
れ
、
11
月
３
日
に

行
わ
れ
た
「
測
定
会
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

イ
ン
ボ
デ
イ
測
定
（
注
　
体
水
分
・
た
ん
ぱ

く
質
・
ミ
ネ
ラ
ル
量
等
を
分
析
し
、
栄
養
状
態
な
ど

を
評
価
す
る
検
査
で
、
体
内
部
位
別
の
筋
肉
量
や
脂

肪
量
が
わ
か
る
検
査
）
に
興
味
が
あ
り
、
一
度

体
験
し
て
み
た
か
っ
た
の
で
申
し
込
み
ま

し
た
。

　

他
に
も
、
血
管
年
齢
測
定
（
注
　
血
管
の

老
化
度
が
わ
か
る
検
査
）
や
ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク
測
定

（
注
　
野
菜
の
充
足
度
が
わ
か
る
検
査
）
が
あ
り
、

検
査
結
果
に
つ
い
て
説
明
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
結
果
は
そ
れ
な
り
で

し
た
が
、
自
分
で
は
計
測
で
き
る
も
の
で

は
な
い
の
で
良
か
っ
た
で
す
。
こ
の
よ
う
な

機
会
は
ぜ
ひ
継
続
し
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

健康フェア測定会の様子

健康づくり健康づくり ア・ラ・カルトア・ラ・カルト
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冬に気をつけたい 病気と事故
　雪が降り始める時期になりました。冬は高齢者にとって危険が多い時期です。
　みなさんが津南の厳しい冬を健康かつ安全に過ごすために、家の環境づくりや外出
時の注意点を知っておきましょう。

★居間の環境チェック

★脱衣所・浴室の環境チェック

★セルフチェック
□ 電源コードやこたつ布団などが
　 歩く場所にはみだしている
□ 床に新聞紙やチラシが出しっぱなし          
□ 夜、階段やトイレまでの通路が暗い

□ 居間は暖房が効いているが、脱衣所や浴室は寒い
□ 熱いお風呂に長く浸かることが好き
□ 体調が悪くても、またお酒を飲んだ後でもお風呂には必ず入りたい
□ お風呂に入るときに、声をかける家族がいない

□ 外出先から戻っても、
　 手洗い・うがいをしない
□ 体調が悪いときでも、用事が
　 あれば無理をしてでも出かける

　暖房のない、冬の脱衣所と湯船との温度差は 30℃以上にもなります。急激な温度変化からおこる血圧の変
化により、倒れてしまう可能性があります。これを「ヒートショック」といい、特に冬場の入浴時に多く発生
します。
　温度差を減らすために、脱衣所を安全な暖房器具で暖める、浴室は温かいシャワーをかけて暖める、お湯に
つかる前にかけ湯をして体を慣らすなどの対策をとりましょう。また、湯船の温度も 41℃以下にし、10分以
上浸かる際は注意しましょう。
　体調が悪い時やお酒を飲んだ後は入浴を控えることも大切です。

　加齢に伴い、足腰の筋力や体のバランスを
とる平衡感覚が衰えるなど生活機能が低下し
て、フレイル（※）が進行しやすくなります。
その結果、安全そうな家庭内でも、段差につ
まづいて転んだり階段から落ちたりと、事故
が発生しやすくなるので注意が必要です。
※フレイル…高齢期の心身の衰弱をあらわし、進行すれ

ば介護が必要になる可能性が高まりますが、適切な対
処で回復や改善が見込める状態です。

　新型コロナウイルス感染症やインフルエン
ザは冬時期の流行が心配されています。抵抗
力の低い高齢者は感染した場合に重症化しや
すいので、特に注意が必要です。同時に、肺
炎球菌による肺炎にも注意しましょう。
　手洗い・うがいの徹底、定期的な換気など
日常生活での予防対策をとりましょう。体調
の悪いときは自宅で過ごすことも大切です。

◆家庭内で
　「ころぶ」事故に注意！

◆急激な温度変化による「ヒートショック」 ご存じですか？

◆引き続き、
　感染症対策を！

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

津南町地域包括
支援センター
765-5455

津南町認知症
見守りキャラクター

にんこっこ

だ

ん
だんどうも！



いきいき
大好き
津南町
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糖
尿
病
に
な
る
と
、
血
液
中
で
糖
分
（
血

糖
）
が
異
常
に
増
え
、
全
身
の
血
管
を
傷
つ

け
ま
す
。

細
い
血
管
が
傷
つ
く
と
？

１ 

神
経
障
害

　

神
経
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
、
手
足
の
し

び
れ
や
こ
む
ら
返
り
、
立
ち
く
ら
み
を
お
こ

す
こ
と
も
あ
り
ま
す

２ 

糖
尿
病
性
網
膜
症

　

眼
の
網
膜
の
血
管
が
傷
つ
き
、
視
力
が

低
下
し
ま
す
。
重
症
化
す
る
と
失
明
に
至

り
ま
す
。

３ 

糖
尿
病
性
腎
症

　

腎
臓
の
糸
球
体
（
血
液
を
ろ
過
す
る
働

き
）
が
傷
つ
き
、
も
と
に
戻
ら
な
く
な
り
ま

す
。
重
症
化
す
る
と
透
析
や
腎
臓
移
植
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

太
い
血
管
が
傷
つ
く
と
？

１ 

壊え

疽そ

・
慢
性
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症

　

感
覚
が
鈍
く
な
る
神
経
障
害
、
動
脈
硬
化

に
よ
る
血
行
障
害
、
免
疫
力
低
下
に
よ
る
感

染
で
、
重
症
で
は
下
肢
の
切
断
が
必
要
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

２ 

脳
梗
塞

　

脳
の
血
管
が
詰
ま
り
、
顔
の
ゆ
が
み
、
腕

の
麻
痺
、
ろ
れ
つ
が
回
ら
な
い
等
の
症
状
が

発
症
時
に
見
ら
れ
ま
す
。
重
症
で
は
後
遺
症

と
し
て
症
状
が
残
り
ま
す
。

３ 

虚
血
性
心
疾
患
（
狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
）

　

心
臓
の
冠
動
脈
が
詰
ま
っ
て
、
胸
痛
や
息

苦
し
さ
等
の
症
状
が
見
ら
れ
、
手
術
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　

糖
尿
病
の
診
断
を
受
け
て
い
な
く
て
も
、

健
診
の
結
果
「
血
糖
値
が
高
め
」「
糖
尿
病

の
疑
い
が
あ
る
」
と
判
断
さ
れ
た
時
点
で
、

糖
尿
病
性
腎
症
（
慢
性
腎
臓
病
の
一
種
）
の

危
険
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

糖
尿
病
の
重
症
化
予
防
を
す
る
と
同
時
に
、

腎
臓
機
能
の
低
下
を
防
が
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
少
し
で
も
早
い
対
処
が
重
要
で
す
。

　

血
糖
値
に
心
配
の
あ
る
か
た
は
、
次
の
よ

う
な
生
活
習
慣
を
心
が
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

食
生
活
習
慣

●
塩
分
・
糖
質
の
摂
り
す
ぎ
に
注
意
す
る

●
食
事
は
野
菜
類
を
先
に
食
べ
る

●
「
休
肝
日
」
で
ア
ル
コ
ー
ル
を
休
む

●
腎
機
能
が
低
下
し
て
い
る
場
合
は
、
医
師

と
タ
ン
パ
ク
質
摂
取
量
を
相
談
す
る

運
動
習
慣

●
で
き
る
だ
け
乗
り
物
を
使
わ
ず
に
歩
く

●
日
常
生
活
で
体
を
動
か
す
習
慣
を
つ
く
る

●
腎
機
能
が
低
下
し
て
い
る
場
合
は
、
医
師

と
運
動
強
度
を
相
談
す
る

歯
周
病
予
防

　

高
血
糖
状
態
は
歯
ぐ

き
の
血
管
を
傷
め
、
細

菌
へ
の
抵
抗
力
を
低
下

さ
せ
ま
す
。

●
定
期
健
診
で
歯
周
病

の
早
期
発
見
を
す
る

●
適
切
な
歯
み
が
き

習
慣
を
身
に
付
け
る

禁
煙

　

喫
煙
は
蛋
白
尿
や
末

期
腎
不
全
の
リ
ス
ク
を

高
め
ま
す
。

●
家
族
や
周
囲
に
禁
煙

宣
言
す
る

●
禁
煙
外
来
の
受
診

糖
尿
病 

か
ら

　
　
　
糖
尿
病
性
腎
症 
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
慢
性
腎
不
全
!!

今
日
か
ら
始
め
る

　
　
重
症
化
予
防

　

糖
尿
病
性
腎
症
は
自
覚
が
な
い
ま
ま
進
行

し
、
あ
る
段
階
に
な
る
と
機
能
を
回
復
で
き

な
く
な
り
、
慢
性
腎
不
全
を
発
症
し
ま
す
。

　

生
活
習
慣
を
見
直
し
、
必
要
な
治
療
を
受

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

慢性腎臓病（CKD）の進行　※ＧＦＲ値：糸球体ろ過量（正常は 100）

❶ 

Ｓ
ｔ
ｏ
ｐ
‼ 

糖
尿
病

❸ 

Ｓ
ｔ
ｏ
ｐ
‼ 

慢
性
腎
不
全

❷ 

Ｓ
ｔ
ｏ
ｐ
‼ 

糖
尿
病
性
腎
症

今月は
星名由紀子

保健師
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森 瑞絵

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

　

こ
ん
に
ち
は
。三
箇
地
区
担
当
の
森
で

す
。春
が
来
て
、暑
い
夏
を
越
し
、紅
葉
の

秋
を
楽
し
ん
で
い
る
と
、ま
る
で
去
年
の

雪
景
色
は
幻
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、そ
う
そ
う
、こ
れ
が
雪
国

津
南
の
は
じ
ま
り
だ
、と
窓
の
外
を
眺
め

ま
す
。

　

秋
の
深
ま
っ
た
頃
、ち
ら
ほ
ら
と
、各
家

の
軒
先
に
吊
る
さ
れ
始
め
た
柿
。ふ
と
足

を
止
め
る
と
、こ
ろ
ん
こ
ろ
ん
と
繋
が
っ

た
様
が
後
ろ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
に
影
と

な
っ
て
映
し
だ
さ
れ
て
い
ま
す
。た
か
だ
か

影
で
す
が
な
ん
だ
か
可
愛
い
な
あ
と
見
て

い
る
と
、あ
っ
と
い
う
間
に
曇
っ
て
消
え
て

し
ま
い
ま
し
た
。写
真
撮
れ
ば
良
か
っ
た

な
…
ま
あ
、次
通
っ
た
と
き
に
！
と
再
出

発
。ま
た
歩
い
て
い
る
と
他
の
家
に
も
干
し

柿
が
ゆ
ら
ゆ
ら
。秋
の
風
物
詩
が
羨
ま
し

く
、食
べ
た
い
！
と
い
う
思
い
は
も
ち
ろ
ん
、

我
が
家
に
も
吊
る
し
た
い
！
と
い
う
思
い

が
湧
い
て
く
る
の
で
し
た
。

　

10
月
、辰
ノ
口
集
落
で
は
鳥
獣
被
害
対

策
の
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。鳥
獣
対
策

の
専
門
家
の
か
た
と
集
落
内
を
歩
き
、田

畑
や
果
樹
の
現
状
を
地
図
に
書
き
込
ん
で

い
き
ま
す
。住
民
の
人
た
ち
も「
思
っ
て
い

た
よ
り
柿
の
木
が
あ
る
ん
だ
な
。」と
再
認

識
。手
付
か
ず
の
ま
ま
で
い
る
と
熊
も
や
っ

て
く
る
と
い
う
の
で
、実
を
も
ぐ
か
、剪
定

す
る
か
、対
策
が
必
要
と
の
こ
と
で
し
た
。

す
で
に
熊
が
通
っ
た
で
あ
ろ
う
け
も
の
道

も
出
来
て
お
り
、対
策
は
早
い
に
越
し
た

こ
と
は
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
、「
柿
も
ぎ
す
る
け
ど
見

に
来
な
い
！？
」と
1
本
の
電
話
。早
速
行
っ

て
み
る
と
、家
族
総
出
の
柿
も
ぎ
大
会
が

開
か
れ
て
い
ま
し
た
。周
り
は
畑
ば
か
り

で
静
か
な
場
所
に
、に
ぎ
や
か
な
笑
い
声

が
響
い
て
い
ま
す
。こ
の
時
期
に
な
る
と
1

本
の
柿
の
木
に
人
が
集
ま
る
、昔
は
よ
く

あ
る
光
景
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。今
で
は

少
な
く
な
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、実
際

に
そ
の
光
景
が
目
の
前
に
あ
る
と
思
う
と
、

わ
ー
わ
ー
と
せ
わ
し
な
く
も
楽
し
そ
う
な

や
り
と
り
が
ず
っ
と
続
い
て
欲
し
い
な
と

思
わ
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。い
た
だ

い
た
柿
は
皮
を
一
つ
ず
つ
む
い
て
干
し
柿
に
。

吊
る
し
て
み
る
と
、家
の
中
に
こ
ろ
ん
こ
ろ

ん
と
影
が
ゆ
れ
ま
し
た
。

　

12
月
。思
い
出
し
た
よ
う
に
冷
凍
庫
か

ら
干
し
柿
を
取
り
出
し
て
一
つ
味
見
。「
こ

れ
も
熊
対
策
！
」な
ん
て

思
い
な
が
ら
、甘
く
な
っ

た
干
し
柿
を
２
個
、3
個

と
ほ
お
ば
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

農
業
の

知
識

豆

出
品
結
果

↑農事組合法人グリーンアース津南の皆さん

　

令
和
３
年
11
月
27
日
㈯
、
国
内
最
大
規
模

を
誇
る
米
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
あ
る
「
第
23
回

米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
：
国
際
大

会
in
富
士
山
」
が
静
岡
県
駿
東
郡
小
山
町
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状

況
を
考
慮
し
、
無
観
客
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

　

な
お
、令
和
５
年
度
に
は
、津
南
町
で
「
第

25
回
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
：
国

際
大
会
in
つ
な
ん
（
仮
称
）」
が
開
催
さ
れ

る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
コ
ン
ク
ー
ル
全
体
の
出
品
数

　

５
，
１
４
１
検
体

　

令
和
元
年
度　

５
，
１
３
７
検
体

　

令
和
２
年
度　

４
，
７
５
５
検
体

■
津
南
町
か
ら
の
出
品
数

　

１
２
０
検
体

　

令
和
元
年
度　

38
検
体

　

令
和
２
年
度　

87
検
体

■
入
賞
者

　

大
型
法
人
部
門
（
50　

）
金
賞

　

農
事
組
合
法
人
グ
リ
ー
ン
ア
ー
ス
津
南

　
（
２
年
連
続
受
賞
）

※
金
賞
が
部
門
内
最
高
賞
と
な
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

農
林
振
興
課　

農
林
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
５

「
第
23
回 

米
・
食
味
分
析
鑑
定

コ
ン
ク
ー
ル：国
際
大
会
in
富
士
山
」 

出
品
結
果

ha
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農
業
委
員
会
の
窓

↑藤ノ木稔会長職務代理（左）と涌井直会長（中央）が
建議書を町長へ提出

　今年は新型コロナウイルスの感染拡大により、全
国的に米価が下落するなど、農業分野でも大きな
打撃を受け、生産意欲の衰退が危惧されています。
また、昨年後半より影響が出始めたウッドショック
は外国依存の危険性をあらわにし、これが農産物
等の食糧であったらと考えると想像を絶するところ
です。
　近年、農地が小面積であることや大型農業機械が
利用できないこと、高齢化などが原因で農地の遊休
化が進んでいます。小規模農地を区画整理により優
良農地として再生することが重要だと考えます。
　問題は山積していますが、さらなる津南町農業の
発展のために、日頃から地域農業を見守る津南町
農業委員会から町へ農業施策に関する建議を提出
しましたので、概要をご紹介します。

●家畜排泄物処理と家畜伝染病の未然防止対策への
　適正指導の実施
　地域の生活環境へも配慮した適正管理の指導。国内や近隣県
で発生しているＣＳＦ（豚熱）や家畜伝染病の未然防止対策。
●耕種農家と畜産農家の連携による堆肥処理対策
　堆肥施用は優良農産物生産を図る上では欠くことができない
資源のため、農地への還元が図られる対策と支援。

●農業労働者対策
　新規就農者・外国人技能実習生の窓口の検討。新
規就農者や従事者の住居の確保のため、移住定住プ
ロジェクトチームと連携し検討。県と町、JAが連携
し、人材派遣の取り組み。

●スマート農業の推進
　令和２年度、３年度の実証プロジェクトのデータを分析検証し、結
果に基づく町の支援策を明確にし、年齢や性別を問わず営農できるス
マート農業の取り組みを要望。
●畑営農継続可能な圃場修繕
　圃場の修繕等の補助事業創設。

●後継者への支援体制の強化
　担い手農家の後継者が希望をもって就農できるような町単独
の支援。一戸一法人や兼業農家を含めた中規模農家への支援。
●後継者への支援体制の強化
　基盤整備に伴う集落営農、または集落を超えた組織経営体に
よる農地集積などの講演会、成功事例の情報発信。基盤整備後の
負担軽減もしくは負担ゼロ施策の検討。

畜産振興対策 担い手・農地集積対策

そ
の
他

「津南町には他の地域にはない自然界の恵みがある」

令和４年度に向けて

令和3年11月8日㈪

津南町農業施策に関する建議提出

●認証制度の継続と気象変動に強い津南産米の知名度強化
　魚沼米の更なるブランド力強化。「津南産米」として知名度向上
を図っていくため、食味、品質の安定化と認知度向上（ネーミング統
一化）。津南産コシヒカリのＰＲ	と販売戦略計画を検討する体制
の早期立ち上げ。
　新たな品種を町で品質比較、試験等の取り組みや気象変動に強
いお米の生産のための堆肥施用に対する助成制度継続。
●中山間地直払いや多面的機能支払など
　国補助の有効活用
　町では事務支援システムを導入し、事務の簡
素化が図られたが、まだなお継続困難な集落が
あるため、広域的な地域の事務処理を担う請負
組織の法人化に向けた支援。

●基幹作物栽培の推進と新品目への取り組み
　新たな有望品目への取り組みと農産物のブランド化の推進、契
約栽培の拡大。テレビ等のマスメディアの有効活用やさまざまな情
報ツールを駆使して効率的な発信の仕組みづくり。雪下にんじん
に続く雪を利用した新しい野菜の研究を官民一体での取り組みと
雪下作物の除雪費補助。
●有害鳥獣など駆除対策の強化
　クマやイノシシ用のワナの増設や大型ワナの導入、猟犬を活用
した有害鳥獣対策の導入。猟友会会員を増やすために資格取得後
にかかる費用補助や活動の継続可能な補助制度創設。
●畑地の輪作体系の確立
　畑作の生産力を高めるための輪作体系の確立とバランスの取れ
た輪作体系の検討。システムの早期稼働。

稲作振興対策 畑作振興対策
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※変更となる可能性があります。

【大人の本】
●『ハラスメント言いかえ事典』
	 ……………………………………………………………………………朝日新聞出版
●『文

ぶん

藝
げい

春
しゅん

秋
じゅう

オピニオン2022年の論点100』
	 ………………………………………………………………………………………文

ぶん

藝
げい

春
しゅん

秋
じゅう

●『人間愚
ぐ

痴
ち

大全』
	 ……………………………………小学館集

しゅう

英
えい

社
しゃ

プロダクション
●『ボーダーライト』	…………………………………………今

こん

野
の

　敏
びん

●『幻の旗の下に』	…………………………………………堂
どう

場
ば

　瞬
しゅん

一
いち

●『らんたん』	 ……………………………………………………柚
ゆの

木
き

　麻
あさ

子
こ

●『楽園の烏
からす

』	 ……………………………………………………阿
あ

部
べ

　智
ち

里
さと

【子どもの本】 
●『ニルスのふしぎな旅』
 …………………………………………………セルマ・ラーゲルレーフ
●『10歳からの考える力が育つ20の物語』
	 ………………………………………………………………………………………アスコム
●『きれいな字のひみつ』
	 ……………………………………………………小学館クリエイティブ
●『No.1きちんと日常のマナー＆自分を守る

ルールまとめnote』	 ……………………………日本文芸社
●『はらぺこサンタのクリスマス』
	 …………………………………………………………………… はらぺこめがね
●『ポンポとポコポ冬のぎょうじ』
	 ……………………………………………………………… かなざわ　まこと
●『パンタン6ぴきいうこときかない』	 …… のぶみ
●『じゅうにしどこいくの？』	…… すとう　あさえ

　
早
い
も
の
で
今
年
も
締
め
く
く
り
の

時
節
と
な
り
ま
し
た
。
あ
っ
と
い
う
間

に
時
が
た
ち
、
今
年
も
終
わ
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。
早
く
も
図
書
担
当
風
巻
が

書
き
始
め
て
８
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

不
慣
れ
で
稚ち

拙せ
つ

な
文
章
で
す
が
、
公
民

館
図
書
室
の
情
報
を
届
け
る
べ
く
精
一

杯
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
温

か
い
目
で
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
れ
で
は
よ
い
お
年
を
！

・
・
・
噂
の
ひ
ま
わ
り
号

　

熱
烈
フ
ァ
ン
に
遭
遇
？
・
・
・

　

前
任
の
図
書
担
当
か
ら
も
聞
い
て
い

た
移
動
図
書
室
ひ
ま
わ
り
号
の
熱
烈
な

フ
ァ
ン
に
私
も
よ
う
や
く
遭
遇
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。そ
れ
は
津
南
小
学

校
の
２
年
生
の
子
た
ち
で
し
た
。

　

こ
れ
は
11
月
に
ひ
ま
わ
り
号
で
津
南

小
学
校
に
行
っ
た
時
の
話
で
す
。写
真

の
子
た
ち
が
自
由
帳
に
ひ
ま
わ
り
号
の

絵
を
描
い
て
い
ま
し
た
。と
て
も
上
手

で
し
た
。ま
た
サ
イ
ン
を
求
め
ら
れ
、な

ん
だ
か
ほ
っ
こ
り
し
ま
し
た
。

　

い
つ
ま
で
も
ひ
ま
わ
り
号
を
好
き
で

利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

・
・
・
図
書
室
の
基
本
情
報
・
・
・

※
図
書
室
を
利
用
の
際
は
、「
マ
ス
ク
着
用
」、「
長

時
間
利
用
の
回
避
」を
配
慮
い
た
だ
く
と
と
も

に
、必
ず「
入
室
者
記
入
用
紙
」を
記
入
の
上
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
休
館
日

　

12
月
27
日
㈪
～
１
月
３
日
㈪
、

　

１
月
31
日
㈪

総理の夫 First Gentleman
愛蔵版

20XX 年、第111代総理大臣に相
そう

馬
ま

凛
りん

子
こ

が 42
歳の若さで就任。鳥類学者の夫・日

ひ

和
より

は、「ファー
ストジェントルマン」として妻を支えることを決意。
妻の奮闘の日々を、後世に遺

のこ

すべく日記に綴
つづ

る。
高く支持される相馬内閣に、陰謀の魔の手が迫る。
痛快＆感動の政界エンターテイメント。

原田　マハ

↑カラーで紹介できないのが残念です

広報ライブラリー
今月の１冊

12月 −師
し

走
わ す

−

12月の新着図書（HPでも検索できます）
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つ
な
ん
の
文
芸

短 歌

俳 句

砂
丘

鉢は
ち

植う

え
の
山さ

茶ざ
ん

花か

の
蕾つ

ぼ
み

数か
ぞ

え
て
は

「
全ぜ

ん

部ぶ

咲さ

け
よ
」
と
夫つ

ま

は
声こ

え

か
く	

江
村
美
智
代

孫ま
ご

た
ち
に
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
で
エ
プ
ロ
ン
を

手て

伝つ
だ

う
姿す

が
た

思お
も

い
浮う

か
べ
て	

北
村
ま
さ
子

蕎そ

麦ば

の
花は

な

白し
ろ

く
愛あ

い

ら
し
隙す

き

間ま

無な

く

植う

え
ら
れ
咲さ

き
て
畑は

た
け

輝か
が
や

く	

小
島
香
代
子

ひ
ら
が
な
を
覚お

ぼ

え
て
吾あ

子こ

の
役や

く

代か

わ
り

絵え

本ほ
ん

め
く
り
て
読よ

み
聞き

か
せ
く
る
る	
江
村
大
輔

朝あ
さ

か
ら
の
雪ゆ

き

降ふ

り
止や

み
て
日ひ

の
射さ

せ
ば

柔や
わ

き
温ぬ

く

も
り
肌は

だ

に
浸し

み
く
る	

津
端
恵
子

暗く
ら

が
り
を
何な

に

か
過す

ぎ
ゆ
く
気け

配は
い

し
て

盗ぬ
す

人び
と

萩は
ぎ

の
ひ
と
つ
落お

ち
い
る	

貝
澤
圭
子

家い
え

中じ
ゅ
う

の
余よ

分ぶ
ん

な
物も

の

を
始し

末ま
つ

せ
り

す
っ
き
り
き
っ
ぱ
り
今き

ょ

日う

か
ら
生い

き
ん	

関
谷
郁
子

　
　
　
　
　
　

菅す
が

首し
ゅ

相し
ょ
う

の
退た

い

陣じ
ん

の
報ほ

う

載の

る
新し

ん

聞ぶ
ん

紙し

に

仕し

込こ

み
し
鮭さ

け

の
粕か

す

漬づ
け

包つ
つ

む	

恩
田
久
美
子

「
雪ゆ

き

影か
げ

」
は
仄ほ

の

か
な
優や

さ

し
き
光ひ

か
り

な
り

短う

歌た

を
続つ

づ

く
る
決け

つ

意い

の
名な

と
な
る	

丸
山
直
子

師し

の
心こ

こ
ろ

受う

け
継つ

ぎ
わ
れ
ら
「
雪ゆ

き

影か
げ

」
を

友と
も

と
暮く

ら
し
の
歌う

た

を
作つ

く

ら
む	

小
野
寺
恒
代

岩
す
げ
俳
句
会
（
十
一
月
）

荒あ
ら

海う
み

や
夕ゆ

ふ

日ひ

を
縫ぬ

ふ
て
雁か

り

わ
た
る	

千
年
雄

芋い
も

を
掘ほ

る
集あ

つ

め
る
妻つ

ま

は
よ
く
動う

ご

く	

渡　

舟

団ど
ん

栗ぐ
り

を
握に

ぎ

り
園え

ん

児じ

の
駆か

け
寄よ

り
ぬ	

芳　

司

秋あ
き

の
蠅は

へ

と
ま
る
急き

ふ

須す

の
温ぬ

く

み
か
な	

房　

良

父ち
ち

植う

ゑえ

し
金き

ん

木も
く

犀せ
い

の
の
ぞ
く
窓ま

ど	

壽　

子

冬ふ
ゆ

蜂ば
ち

の
威い

嚇か
く

の
羽は

ね

を
震ふ

る

は
す
る	

緑　

好す

き
だ
っ
た
矢や

筈は
ず

薄す
す
き

を
供く

げ

花
と
せ
り	

れ
い
子

目め

の
痛い

た

み
長な

が

い
一い

ち

日に
ち

そ
ぞ
ろ
寒ざ

む	

フ
ミ
子

退た
い

院い
ん

を
待ま

ち
て
リ
ハ
ビ
リ
九く

ぐ

月わ
つ

尽じ
ん	

妙　

縦じ
ゅ
う

横お
う

に
光ひ

か
り

弾は
じ

け
し
闇や

み

の
中な

か

線せ
ん

を
描え

が

き
て
花は

な

火び

の
消き

ゆ
る	

高
橋
春
枝

手て

の
痺し

び

れ
日ひ

毎ご
と

に
感か

ん

じ
哀か

な

し
か
り

己お
の
れ

の
年ね

ん

齢れ
い

顧か
え
り

み
つ
つ
も	

内
山
キ
ク

井い

戸ど

水み
ず

の
落お

つ
る
音お

と

以い

外が
い

何な
に

も
無な

く

掻か

き
消け

し
雪ゆ

き

は
深し

ん

深し
ん

と
降ふ

る	

麻
績
初
恵

わ
が
顔か

お

を
求も

と

め
て
泣な

く
子こ

抱だ

き
た
れ
ば

涙な
み
だ

の
顔か

お

で
笑わ

ら

ふう

嬰み
ど
り

児ご

（
歌
集
「
わ
れ
越
え
て
ゆ
け
」
よ
り
）

	

滝
沢
勝
枝

終し
ゅ
う

日じ
つ

を
雨あ

め

と
風か

ぜ

で
う
す
暗ぐ

ら

く

ラ
イ
ト
を
つ
け
た
車く

る
ま

が
行ゆ

き
交か

う	

風
巻
京
子

鈍に
び

色い
ろ

の
冬ふ

ゆ

空そ
ら

な
り
し
吾わ

が
里さ

と

の

母は
は

そ
の
森も

り

は
深ふ

か

く
静し

ず

も
る	

鈴
木
綾
子

長
生
学
園

巻ま

き
初そ

め
し
キ
ャ
ベ
ツ
の
中な

か

に
青あ

お

蛙が
え
る

昼ち
ゅ
う

夜や

動う
ご

か
ず
息い

き

を
ひ
そ
め
て	

中
村
武
子

冬ふ
ゆ

空ぞ
ら

に
裸は

だ
か

木ぎ

の
黒く

ろ

き
シ
ル
エ
ッ
ト

一い
ち

番ば
ん

星ぼ
し

も
瞬ま

た
た

き
初そ

め
ぬ	
島
田
眞
之
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＜実施された行事＞
〔11月〕
	 24日	 一般質問〆切日
	 30日	 第５回臨時会
	 30日	 十日町地域広域事務組合臨時議会
	 	 （議長・広域事務組合議会議員）
〔12月〕
	 1日	 議会運営委員会
	 1日	 全員協議会
	 1日	 令和４年度建策要望回答会
	８日～10日	第４回津南町議会定例会
	 14日	 長生学園閉園式（議長）

＜今後予定されている行事＞
〔12月〕
	 27日	 津南地域衛生施設組合臨時会
	 	 （議長・組合議会議員）
〔１月〕
	 5日	 新潟県町村議会議長会議長
	 	 会議（議長）
	 6日	 議会運営委員会
	 6日	 全員協議会
	 9日	 町消防出初式（全議員）

　前月までに100日運動カードを提出いただいた
かたを、このコーナーでご紹介します（敬称略）

健康体力づくり100日運動

	4000日	和久井かつ子（大割野）
	2200日	福原幸子(外丸)
2400日		板場喜恵子(辰ノ口)
	1900日	涌井直治（団野団地）
	 800日	桑原理恵（貝坂）
	 300日	篠原花子（外丸）
	 200日	石橋一枝（割野）、桑原フクイ(貝坂)
	 100日	江村トシエ（美雪町）

主な運動：エアロビクス、卓球、テレビ体操、柔軟運動、
ウォーキング他

病
院
歳
時
記

　

８
月
か
ら
骨
粗
鬆
症
に
関
連
す
る
記
事
を

掲
載
し
て
き
ま
し
た
。

　

内
容
は「
骨
粗
鬆
症
と
骨
密
度
検
査
」「
フ

レ
イ
ル
と
運
動
」「
骨
を
強
く
す
る
食
事
」「
治

療
薬
」に
つ
い
て
の
話
で
し
た
。今
回
は「
生
活

習
慣
病
」と
の
関
連
に
つ
い
て
お
話
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
で
あ
る
２
型
糖
尿
病
や
慢
性

腎
臓
病
は
骨
代
謝
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、生
活
習
慣
病
と

骨
粗
鬆
症
は
、病
因・
病
態
に
共
通
性
が
あ
り
、

生
活
習
慣
病
自
体
を
是
正
す
る
こ
と
で
骨
粗

鬆
症
の
改
善
効
果
も
期
待
さ
れ
る
と
い
う
報

告
が
あ
り
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
患
者
さ
ん
に
お
い
て
は
、骨

粗
鬆
症
治
療
に
よ
る
骨
折
防
止
が
と
く
に
重

要
で
す
。な
ぜ
な
ら
骨
折
を
す
る
こ
と
で
日
常

生
活
動
作
の
低
下
が
お
き
、そ
の
結
果
、生
活

習
慣
病
の
病
態
も
悪
化
し
て
し
ま
う
と
い
う

悪
循
環
を
招
く
か
ら
で
す
。

　

血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
良
の
２
型
糖
尿
病

の
か
た
や
慢
性
腎
臓
病
を
有
す
る
か
た
は
、医

師
と
相
談
の
う
え
、骨
密
度
検
査
や
レ
ン
ト
ゲ

ン
検
査
等
で
骨
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

生
活
習
慣
病
と
骨
粗
鬆
症

総
看
護
師
長
　
風
巻
眞
理
子

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
経

済
的
に
困
難
な
場
合
、
保
険
料
の

納
付
免
除
・
猶
予
制
度
が
あ
り
ま

す
。
全
額
納
付
し
た
場
合
に
比
べ
、

将
来
受
け
取
れ
る
年
金
額
が
減
り

ま
す
が
、
同
じ
期
間
未
納
だ
っ
た

場
合
と
は
、
年
金
額
や
受
給
資
格

の
審
査
な
ど
で
大
き
な
差
が
発
生

し
ま
す
。（
免
除
や
猶
予
さ
れ
た
期

間
に
つ
い
て
は
、
10
年
以
内
な
ら

ば
納
付
し
て
満
額
に
近
づ
け
る
、
追

納
制
度
も
あ
り
ま
す
。）

免
除
申
請
で
き
る
期
間
は
、

未
来
…
申
請
の
翌
年
６
月
ま
で

過
去
…
申
請
の
２
年
１
ヵ
月
前
ま
で

と
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
を
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、

万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮

の
事
態
が
起
き
ま
す
と
、
障
害
基
礎

年
金
や
遺
族
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
失
業
等
に
よ
っ
て
保
険
料

を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た

も
の
の
、
免
除
申
請
を
忘
れ
て
い
た

か
た
や
未
納
期
間
の
あ
る
か
た
は
、

一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省

か
ら
、
電
話
で
お
客
様
の
家
族
構

成
や
金
融
機
関
の
口
座
番
号
・
暗

証
番
号
を
お
聞
き
し
た
り
、
手
数

料
な
ど
の
金
銭
を
求
め
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
０
０
８

・
税
務
町
民
課　

町
民
班　

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

年
金
コ
ー

   

ナ
ー

議会コーナー

国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
免
除
・
猶
予
制
度
の

お
知
ら
せ

日
本
年
金
機
構
や

厚
生
労
働
省
を
装
っ
た

不
審
な
電
話
や
案
内
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
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マ
ス
ク
の
着
用
や
手
指
消
毒
な
ど
新
し
い

生
活
様
式
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
き
た
令
和

３
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、様
々
な
活
動
に
制
限
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、町
民
の
方
々
か
ら
教
室
等
へ

の
参
加
や
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
の
利
用
を
し
て
い

た
だ
き
、コ
ロ
ナ
禍
で
も
理
念
で
あ
る「
つ
な
が

り
」を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。改
め
て

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

来
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧
を
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、歳
末
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
年
末
年
始
の
予
定（
総
合
セ
ン
タ
ー
）

・
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス　

12
月
27
日
㈪
ま
で

・
卓　

球　
　
　
　

12
月
27
日
㈪
ま
で

・
ロ
コ
チ
ャ
レ　
　

12
月
28
日
㈫
ま
で

※
新
年
は
１
月
５
日
㈬
か
ら
通
常
開
催

■
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南

・
12
月
30
日
㈭
ま
で
午
後
２
時
か
ら
の
通
常

営
業
で
す
。

・
12
月
31
日
㈮
、
１
月
２
日
㈰
、
３
日
㈪
は

開
館
時
間
10
時
、
閉
館
時
間
午
後
５
時
と

な
り
ま
す
。

※
元
旦
は
休
館
と
な
り
ま
す
。

本
年
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
参
加
者
募
集

　

雪
が
積
も
る
こ
の
季
節
。Ｔ
ａ
ｐ
で
は
津

南
町
総
合
セ
ン
タ
ー
体
育
館
を
会
場
に
ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
よ
り
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

が
約
20
％
ア
ッ
プ
す
る
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
。冬
場
の
運
動
不
足
解
消
に
も
っ
て
こ

い
で
す
。初
め
て
の
方
も
大
歓
迎
！
暖
か
い
こ

た
つ
も
魅
力
的
で
す
が
、運
動
で
筋
肉
を
燃
や

し
体
の
深
部
か
ら
温
ま
り
ま
せ
ん
か
？
終
了

後
に
は
ホ
ッ
ト
ド
リ
ン
ク
の
サ
ー
ビ
ス
も
あ

り
ま
す
。な
お
、希
望
者
は
開
始
前
に
イ
ン
ボ

デ
ィ
ー
測
定
も
実
施
し
て
い
ま
す
。ご
自
身
の

筋
肉
や
脂
肪
量
な
ど
知
り
た
い
方
！
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

■
日
程　

１
月
26
日
㈬

　

午
前
９
時
～
10
時　

イ
ン
ボ
デ
ィ
ー
測
定

　
（
会
場
：
役
場　

希
望
者
の
み
）

　

午
前
10
時
15
分
～
11
時
30
分

　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
（
会
場
：
津
南
町
総
合
セ
ン
タ
ー
）

■
内
容　

簡
単
な
体
力
測
定
も
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津南町防災メールに
登録しよう！

［登録用メールアドレス］　reg-tsunan@tsunan.mail-mag.net

津南町に関する防災・気象情報の他、
火災・道路・クマの目撃情報等を
メールにて配信 !
■登録方法

QRコードを読み込むか
下記のメールアドレスへ空メールを送信。
※迷惑メール設定の指定受信アドレス
　info-tsunan@mail-mag.net

QRコード

●防災メールの例
実際に 12 月 15 日㈬に送付したものです。
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■人口9,072（−26）　男4,394（−16）　女4,678（−10）

■世帯数3,476（−４）　■転入／７　■転出／ 18　■出生／１　■死亡／ 16　■婚姻／５12月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

●第12回Myコレクション展
　会　期：令和4年1月15日㈯～2月27日㈰
　入場料：無料
　外国のコイン、ご当地カレー、日本

アニメーションのセル画など、楽し

いコレクションが集まりました。

　驚きに満ちたコレクションの数々

を、どうぞお楽しみください。

●「カラムシのストラップ」 体験
　日　時：1月10日㈷　10：00～ 11：00
　体験料：500円
　対　象：小学３年生～大人
　貴重なカラムシの糸でストラップを作ります。

●「鹿角のリングアクセサリー」 体験
　日　時：1月30日㈰　10：00～ 11：00
　体験料：600円
　対　象：小学1年生～大人
　リング状の鹿角を磨いてアクセサリーを作ります。

●『津南学』第10号刊行のお知らせ
　津南の自然・文化・民俗・歴史などの魅力を凝縮した『津

南学』の第10号が刊行されました。

　なじょもん・文化センター・歴史民俗資料館などで、

1,500円（税別）でお買い求めいただけます。

●学校の思い出の品はありませんか？
　なじょもんでは、かつて津南町にあった学校や分校の思い出の品を集めて

います。

　例えば学校名が入った記念の湯呑みや手ぬぐい・制服・校章など、ご寄贈い

ただけるものがありましたら、ぜひご連絡ください。

●津南町歴史民俗資料館 冬季休館のお知らせ
　津南町歴史民族資料館は、12月28日㈫〜3月10日㈭を休館いたします。

●年末年始休館日のお知らせ
　なじょもんは、12月28日㈫〜1月4日㈫を休館とさせていただきます。

　来年も皆さまのお越しをお待ちしています。

昨年のMyコレクション展の様子

カラムシの
ストラップ

鹿角のリングアクセサリー

『津南学』 第10号

1 月 【なじょもん☎ 765-5511】
日 時 プログラム 金額 対 象

9日㈰ 9:30～11:30 スノーシュー　～なじょもんの森へ～ 500 低学年以上

10日㈪ 10:00～11:00 カラムシのストラップ 500 中学年以上

16日㈰ 10:00～12:00 スノーシューとせんべい焼き 500 低学年以上

23日㈰ 10:00～12:00 琥珀の勾玉づくり 1,200 10才以上

30日㈰ 10:00～11:00 鹿角のリングアクセサリー 600 低学年以上

予約受付中 ! 当日受付も可
※ただし定員になり次第締切ります

佐藤　　楓
かえで

（割野）	 洸太さん
	 成美さん

縫殿　小
こ

蒔
まき

（卯之木）	 健二さん
	 香苗さん

本山　咲
さき

乃
の

（反里）	 暁仁さん
	 宏美さん

髙橋　キヨさん	 （107歳・見玉）

大島　　弘さん	 （85歳・貝坂）

中田　之司さん	 （90歳・恵福園）

鈴木　重次さん	 （95歳・船山新田）

中澤　糸子さん	 （88歳・中深見）

恩田　シンさん	 （98歳・鹿渡）

津端　茂子さん	 （90歳・鹿渡）

中沢　明子さん	 （68歳・越手）

大平　美恵さん	 （44歳・割野）

桑原　巳德さん	 （78歳・陣場下）

瀧澤まさいさん	 （79歳・結東）

石橋キヨミさん	 （85歳・貝坂）

山田ヨシヰさん	 （97歳・朴ノ木坂）

中田　レイさん	 （90歳・船山）

石田　常治さん	 （83歳・反里）

桑原　貞雄さん	 （87歳・秋成）
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村
山　

拓
也

桑原　雄一さん（正面）
関谷まどかさん（赤沢） ｝
村山　智也さん（栄村）
佐藤　由夏さん（中野市） ｝
桑原　和弥さん（貝坂）
中島　萌香さん（兵庫県） ｝
村山　大樹さん（割野）
上村　桃栄さん（十日町市）｝

広
報

つ
な

ん
 N

o
.7

2
6
　

■
令

和
３

年
1
2
月

2
3
日

発
行

　
■

発
行

／
津

南
町

役
場

 〒
9
4
9
-8

2
9
2
　

　
　

  新
潟

県
中

魚
沼

郡
津

南
町

大
字

下
船

渡
戊

5
8
5
　

T
E
L
.0

2
5（

7
6
5
）3

1
1
1
㈹

F
A

X
.0

2
5（

7
6
5
）4

6
2
5
　

■
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
  h

ttp
s
:/

/
w

w
w

.to
w

n
.ts

u
n
a
n
.n

iig
a
ta

.jp
/
　

■
電

子
メ

ー
ル

  in
fo

@
to

w
n
.ts

u
n
a
n
.n

iig
a
ta

.jp
　

■
編

集
／

総
務

課
総

務
班

この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真

　
津
南
町
の
除
雪
車
が
勢
ぞ
ろ
い
。冬
の
交

通
は
除
雪
隊
の
皆
さ
ん
が
守
っ
て
い
ま
す
。


